
令和６年度 自己評価および学校関係者評価書 
令和７年３月１４日    
函館市立赤川小学校    

１ 本年度の重点教育目標 

  考え，粘り強く，挑戦する子 

    ～主体的に物事と向き合い，学びを生かせる子の育成～ 

２ 本年度の取組の重点 

【施策１】学力向上……①「わかる・できる」を実感できる授業改善 

           ②ＩＣＴの効果的な活用 

【施策２】豊かな心……③特別の教科「道徳」の授業の充実 

           ④いじめ防止（見逃し０ゼロ）の取組の充実 

【施策３】健やかな体…⑤食育指導や基本的な生活習慣改善の充実 

【施策４】業務改善……⑥教職員における業務改善の一層の推進 

【施策５】地域連携……⑦学校運営協議会（ＣＳ）を核とした地域と連携した取組の推進 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 
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施
策
１ 

①基礎・基本の定着を図る学

習指導や授業改善を進めるこ

とができたか。 ｂ 

学力検査等の分析をもとに

本校児童の弱点を共通理解し，

「わかった・できた」を実感で

きる授業のあり方に視点をあ

てた研修を充実していく。 

Ａ Ａ 

 

②一人一台端末を効果的に活

用した授業実践を進めること

ができたか。 

ｂ 
日常的な活用を継続すると

ともに，教師のスキルアップを

図るための研修を行う。 

Ａ Ａ 
教科書の文字をじっくり

読ませることもぜひ時間

をかけてください。 

施
策
２ 

③日常生活に生きる道徳性を

育む道徳教育の充実を図るこ

とができたか。 ａ 

道徳の授業だけでなく教育

活動全体を通して，相手を思い

やる心や生命を大切にする心，

善悪を判断等の道徳性を身に

つけることができた。 

Ａ Ａ 

 

④挨拶や声掛け，アンケート

調査等を活用し，子どもの心

に寄り添う実践を進めること

ができたか。 

ａ 

年２回のアンケート調査や

教職員の児童の見取りから日

常的に子どもの情報を教職員

間で共有し，いじめの未然防

止，早期発見に努めた。 

Ａ Ａ 

 

施
策
３ 

⑤栄養教諭等と連携した食育

指導やチェックシートを活用

し家庭と連携しながら基本的

生活習慣の改善を図ることが

できたか。 

ａ 

高学年は民間と連携し食育

指導を行った。３学期始めに生

活リズムチェックシートを活

用し家庭と連携し生活リズム

の改善を図った。 

Ａ Ａ 

 

施
策
４ 

⑥学校における業務改善に向

けた取り組みを進めることが

できたか。 ｂ 

授業時数の削減や通信表の

所見欄改訂などを行い，子ども

と向き合う時間の確保をする

ことができた。業務の平準化や

縮減を図っていきたい。 

Ａ Ａ 

子供と向き合う時間の確

保を重要視していること

が時間できる。今後も継続

を願う。 

施
策
５ 

⑦ＣＳへの理解を深めるとと

もに，地域や幼保小中の連携

をさらに深めることができた

か。 

ｂ 

赤川認定こども園との連携

は成果と課題を生かし充実さ

せることができた。ＣＳは次年

度以降にＰＴＡに意義等を周

知していきたい。 

Ａ Ａ 

 

 ■ 自己評価達成状況                   ■ 自己評価の適切さ及び改善の方策の適切さにかかる評価 

ａ ほぼ達成できた （８割以上）  

 

Ａ 自己評価及び改善策は適切であり，取組を進めるべきである。 

ｂ 概ね達成できた （６割以上） Ｂ 自己評価及び改善策は適切であるが，若干の修正は必要である。 

ｃ 十分ではない  （４割以上） Ｃ 自己評価及び改善策の方向性はよいが，若干の修正が必要である。 

ｄ 達成できなかった（４割未満） Ｄ 自己評価及び改善策を再度検討する必要がある。 

 


